第52回「なんでも学術！なんでも回答？よろず勉強会」　　　小川滋彦（金沢市・内科）
　　　
12月12日（木）第52回よろず勉強会が井沢朗氏（井沢内科医院院長）による「ネット・スマホ依存症～子ども・保護者・学校への伝え方」と題して開催されました。スマホ・ネットゲームが子供たちの脳を破壊するのではないか？政府がクール・ジャパンの代名詞であるネットやスマホは規制すべきではない、と言い切ったこの問題は、アヘン戦争の悪夢をこの国で再現するのではないか、と戦慄が走りました。井沢氏は、校医を務める中学校で求められ講義なさる中で、タバコやアルコール以上に私ども医師・歯科医師が早急に対応すべき深刻な依存症であることを発信しようと今回の企画となりました。講演の核心は、私ども「高齢医」にも分かりやすく、なぜ子供たちがネットゲームに嵌まり、抜けられなくなるのか、その「魅力」を桃太郎ゲームを引き合いに出して解説して下さったことです。現実社会では自身の存在意義を感じることが難しくても、ネットゲームの世界では「ガチャ」という課金システムで勝負に強いアイテムを入手すれば、誰でも尊敬されたり、見ず知らずのゲーム相手と親友になって、仮想世界では簡単に自己実現できてしまう。だから、現実世界に戻りたくないという子供たち。そして、正体不明の悪意ある大人たちに現実社会で連れ去られてしまう子供たち。アヘンや薬物やタバコは、多くは大人になってからの依存症かもしれないが、スマホ・ゲーム依存は今まさに小学生・中学生の脳をリアルタイムで蝕んでいることに気付かなくてはならない。そういった危機感を抱かせてくれる講演会でした。
保険医協会では、喫緊の問題と捉え、来る３月８日（日）第46回定期総会記念講演として、最近注目の樋口進氏（久里浜医療センター院長）をお呼びして「ネット・ゲーム依存～実態と診断、そして治療・対策」と題してご講演いただきます。ぜひご参集ください。
PAGE  
3

